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【チーム名】
前　　半

【チーム名】

高等学校 後　　半 高等学校

延長前半

 背番号 延長後半 背番号      

○ × Ｐ Ｋ 戦 ○ ×

交  代 シ　ュ　ー　ト　数 学 学 シ　ュ　ー　ト　数 交  代

相手 時間 延 長 後　半 前　半 年 年 前　半 後　半 延 長 時間 相手

分 2 GK GK 2 分

分 2 DF DF 2 1 分

分 2 DF DF 1 分

分 2 DF DF 2 1 分

分 2 DF DF 2 1 分

分 1 MF MF 2 1 50 分

分 2 MF MF 2 2 分

分 1 MF MF 2 分

分 1 MF MF 2 1 1 60 分

分 ① 1 2 FW FW 2 1 1 65 分

分 1 1 FW FW 2 1 分

分 2 FW GK 1 分

分 1 DF DF 2 分

分 1 DF MF 2 分

分 1 FW MF 2 分

分 2 GK MF 2 分

分 1 MF DF 2 分

分 1 2 MF MF 1 1 分

分 MF 1 分

分 FW 1 分

0 0 2 2 0 0 小　計 合　計 合　計 小　計 1 2 1 1 2 5
警　告　・　退　場 合計 延長 後　半 前　半 前　半 後　半 延長 合計 警　告　・　退　場

7 0 1 0 2 3 1 Ｇ　Ｋ 0 0 0 0 0 2 2

0 0 0 0 0 0 0 Ｃ　Ｋ 0 2 2 2 0 1 7

9 2 0 2 3 0 2 直接ＦＫ 3 2 2 0 3 4 14

2 0 1 0 1 0 0 間接ＦＫ 1 0 1 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 Ｐ　Ｋ 0 0 0 0 0 0 0
時間 得点者 アシスト者 得　　点　　経　　過 時間 得点者 アシスト者 得　　点　　経　　過

39分 ⑩ ⑭ 分

分 分

分 分

分 分

分 分

　〔略記号〕　　　　～：ドリブル　　→：ゴロのパス　　∩：浮球のパス　　×：混　戦　　Ｓ：シュート　　Ｈ：ヘディング

　戦 評 者　　氏名（ 　　　安信　光康　     　）　　勤務先又は所属（      　　九州高校            　）　　　　　

上野　翔

Kick Off

得点チーム

69分⑤田中　警告（ラフプレー）

ＰＫ先

12

小林　将之

岩崎　弘基

6

11園田　龍喜

15

筑優勢の前半であったが、両チーム無得点のまま終了した。後半に入り、立ち上がり39分に左サイドへ流れた⑩堀江へのマーク

がずれた一瞬の隙をついて、⑭木村パスから⑩堀江が先制ゴールを決めた第一であったが、その後は北筑が両サイドを広く使っ

た攻撃で第一ゴールに迫る展開となった。第一の3倍のシュートを放った北筑であったが、決定力不足と第一の体を張った守備

により得点できず、1対0で第一が勝利した。

高校サッカー記録用紙　（福岡県サッカー協会高校部会） ⑪

　専門委員　　安信　光康

17

金子　修平

0

平成　２２　年１月２３日 （　土　） 

福岡第一

35

得点チーム

18 梶原　脩介

13

17

18

高戸　達

59分④保坂　警告（ラフプレー）

藤吉　康崇

山下　大蔵

木村　颯志

黒岩　拓哉

12

20

14

11

11

13

7

選手名

16

15

園川　弘樹

6

⑦

3

背
番
号

山口　大樹3

中村　健一郎

山下　健太

林　和弘

選手名

5

位　置

1

安田　圭汰 ②

坂井　嶺

2

4保坂　翔馬

16

19

佐々木　譲崇

大貝　貴将

岡　賢志

背
番
号

5

4

10

⑭∩⑩S

12河口　龍生

橘田　匠世

廣瀬　雄大

山本　将也

黒田　和貴

井上　幹斗

9

1

堀江　洋希

8

14

10

田中　広大

眞鍋　諒

6 江口　洋平

4

第一 木村堀江

平成２１年度 福岡県高等学校サッカー新人大会（ 兼　第３１回全九州高等学校サッカー新人大会県予選 ）

70

１３時２０分

土 良好弱風曇

２　回　戦

東海大学付属第五高等学校

 

1

上村　大介

0

1

谷水　健吾 村山　篤生

0
北筑

ＰＫ先

松原　崇志

0

吉行　愛輝

村田　佑貴

石田　紘布

古海　真彦

藤井　惇平

9

8

6

7高山　勇太

仁部　優也

46分⑨江口　警告（ラフプレー）

互いに４－４－２の布陣で始まった試合は、左サイド⑪村田が広くポジションを取り、その⑪村田を起点にFW⑦藤井、⑩吉行が

絡んで北筑が好機を作った。対する第一は、攻撃の狙い目がはっきりとせず、ゴールに向かう形を作ることができなかった。北

主


	第一vs北筑

